
 

 

 

 

 

 

 

今年も明石公園の桜が、私たちの目を楽し

ませてくれています。明石公園の桜が満開に

なる前の 3月下旬に明石公園パークギャラリ

ーで、今年も和坂小学校 3年生のわさかっ子

桜守プロジェクトの“桜守パネル展”が開催

されました。 

“桜守（さくらもり）”とはまさしく桜を守る

活動です。私たちがよく目にする桜は“ソメイヨシノ”という江戸末期に誕

生した品種です。子どもの頃から私たちは“ソメイヨシノ”に親しみ、ずっと昔からあったよう

に思っていますが、実は第 2次世界大戦後、復興のシンボルとして全国的に植樹がすすんだとい

うことは、この和坂小の桜守活動をとおして私は初めて知りました。その桜が樹齢 60年を超え始

め、近年その樹勢が著しく衰え始めており、明石公園のソメイヨシノも同様で、樹木医さんを中

心に樹勢回復のため、桜守ボランティアさんによる活動がすすめられています。和坂小学校の 3

年生は、明石公園の環境体験学習の中で、桜守活動に出会い、明石公園の桜守活動をとおして、

自分たちの学校の桜守の活動を始めています。 

そんな桜守活動を知って、自分自身が花見をするときも桜の樹勢というのが気になるようにな

ってきました。明石公園だけでなく、この 15年近く、神戸市灘区の摩耶ケーブルの近くの桜トン

ネルと西宮の夙川が花見のコースとなっています。まず、どこの桜も枝が剪定されたりと、樹勢

回復に向けての手が入ってきていることは強く感じます。また、桜が咲く時期もこの 15年でずい

ぶん早くなってきたことを実感します。その例が夙川に花見に行き始めた頃は、近くの大学のサ

ークルが新入生の勧誘として行っていた花見を開催していましたが、コロナ禍の影響もあります

が、この 5年は見ていないのではと思います。 

和坂小学校ではこの桜守の活動を経験した子どもが 6年生になり、今回

の 3年生も入学してから、3年生が行う桜守活動を見てきた子どもたちで

す。桜守活動を始めてから校内につくった腐葉土プールでも、落ち葉から

腐葉土への循環が始まっているようです。そして新年度からは 5・6年生

が新しく立ち上げた“SDGｓ委員会（仮）”によって腐葉土づくりが引き継

がれるようです。子どもたちの学びが授業の中から“越境”を始めています。子どもたちの学び

が授業の中から“越境”することで子どもの社会を見る目が磨かれていくのではと思います。和

坂小学校の桜守活動のおかげで、私自身の桜を見る目も環境問題とつながって考えられるように

なりました。きっと和坂小学校の保護者や地域の方も子どもたちの桜守活動をとおして、自分自
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身も新たな学びをされている方も多いのではと思います。 

面白い YouTubeちゃんねるを見つけました。“となりの学校ちゃんねる”は、「先生の学校」と

いう、教えて育む「教育」を超え、「きょういく」を探求し、創造するコミュニティが運営してい

ます。日本中・世界中の学校、スクール、子どもたちの学ぶ場、育つ場を取材してきた動画を見

ることができます。変化する社会の中で、子どもを育む仕組も変わっていきます。そんなこれか

らの時代の子どもたちの学びについて情報をとることができるのではと思っています。こんなち

ゃんねるを見て、いろいろなところで対話が始まればいいなと思っています。 

＃１ 職員会議をやめ、対話の場を始めた札幌新陽高校 

「本気で挑戦し自ら道を拓く人の母校」をミッションに掲げる札幌新陽高校では、2030年に実現し

たい状態を「新陽ビジョン 2030」として掲げ、現在は教育内容・組織・業務の 3つの変革を同時に

進められています。 

なかでも、2021年より職員会議を廃止し始めた「中つ火を囲む会」と名付けられた先生同士の対話

の場が同校を象徴する取り組みで、今回の動画ではその様子について詳しく聞い

てきました。 

学校に対話の文化を根づかせ、「人物多様性」の実現を目指す札幌新陽高校の姿

を、ぜひご覧ください！ 

https://www.youtube.com/watch?v=9GCxfW2Eazo 

 

No.2: 勉強を教えない塾！？プロジェクト型学習専門の教室 「studioあお」 

「全ての才能に目を向けよう」をミッションに掲げ、子どもたちが本来持っているユニークさを引

き出し、おもしろいプロジェクトを生み出し続ける studioあお。 

studioあおを運営する株式会社 COLEYO 代表の川村哲也さんや、スタッフの皆さ

んのインタビューはもちろん、プロジェクトに取り組む子どもたちへのインタビ

ューも必見です。 

夢中になって学ぶ子どもたちと、それを支えるスタッフの皆さんの様子をじっく

りとご覧ください！ 

https://www.youtube.com/watch?v=7kPzlko_4CU 

 

No.3: 「子どもが主役のオルタナティブスクール・ヒロック初等部」 

自由進度学習で教科を学んだり、探究的な学びの時間がたっぷり確保されているのが特徴の

HILLOCK初等部。 

そんなスクールで、子どもたちはどのように学んでいるのか？大人たちはその学

びをどのように支えているのか？HILLOCK初等部を運営する蓑手章吾さんと五木

田洋平さんにお話を聞きました。子どもたちの学びに向き合う姿と、一緒に学び

を作っている蓑手さん・五木田さんのあり方を、じっくりとご覧ください！ 

https://www.youtube.com/watch?v=VrJCJfQjTmM 

（文責：北本） 
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